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弁護士ら専門家の知恵結集
日本相続学会の活動

相
続
が

「
争
族
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
―
。
外
資

系
保
険
会
社
の
営
業

マ
ン
と
し
て
顧
客
の
相
続
に
携

わ

っ
て
き
た
愛
知
県
津
島
市
の
伊
藤
久
夫
さ
ん
雀
こ

が
、
弁
護
士
や
税
理
士
、
司
法
書
士
ら
と
協
力
し
な

が
ら
、
相
続
の
実
例
を
持
ち
寄

っ
て
研
究
す
る

「
日

本
相
続
学
会
」
を
設
立
し
た
。
九
月
に
、　
一
般
社
団

法
人
に
格
上
げ
し
て
活
動
を
本
格
化
さ
せ
る
。
相
続

を
め
ぐ
る
骨
肉
の
争
い
を
減
ら
す
た
め
、
専
門
家
の

知
識
を
結
集
さ
せ
て
解
決
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ

と
を
目
指
す
。

（
藤
嶋
崇
）

伊
藤
さ
ん
は
、
財
産
を

き
た
。

め

ぐ

る

数

多

く

の

「
争

　

「
あ
い
つ
だ
け
生
前
に

族
」
現
場
に
立
ち
会

っ
て

土

地

を

譲

っ
て

も

ら

っ

務
め
る
東
京
の
税
理
士
の

事
務
所
に
置
く
。
現
在
の

会
員
は
百
人
強
で
、
こ
の

う
ち
三
割
程
度
が
東
海
地

方
の
専
門
家
た
ち
だ
。
毎

月

一
、
二
回
、

「保
険
と

相
続
」

「
不
動
産
相
続
の

現
場
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
実
例

研
究
を
続
け
て
い
る
。

「再
婚
」ト
ラ
ブ
ル
ロ
立
つ

る き
0た

もヽ

と
話
し
て
もヽ

る
。亡

く
な
る
前
に
は
介
護

を
し
て
い
な
か

っ
た
親
族

な
ど
が
相
続
権
を
主
張
し

て

「
面
倒
を
見
な
か

っ
た

く
せ
に
」
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
同
会

の
担
当
者
は

「当
事
者
同

士
で
解
決
で
き
な
い
場
合

は
、
家
裁
に
調
停
を
申
し

出
た
り
、
弁
護
士
会
に
あ

っ
せ
ん
仲
裁
を
依
頼
す
る

が
¨
強
制
力
が
な
い
た
め

に
必
ず
し
も
解
決
に
結
び

付
か
な
い
の
が
現
状
」
と

い
う
。

名

古

屋

家

裁

に

よ

る

と
、
遺
産
分
割
に
関
す
る

調
停
の
申
立
件
数
は
二
〇

〇
八
年
以
降
、
毎
年
六
百

件

以

上

で
推

移

し

て

い

る
。
愛
知
県
弁
護
士
会
に

よ
る
と
、
仲
裁
依
頼
は

一

九
九
七
年
以
降
で
計
六
十

二
件
あ

っ
た
。
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●「争族」回避ノウ八ウの蓄積や発信
●制度見直しの提言
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